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ま
え
が
き

　

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
前
に
し
て

多
く
の
人
々
が
懸
念
す
る
一
つ
が
マ
ン

シ
ョ
ン
の
空
き
家
化
で
あ
る
。
個
々
の
マ

ン
シ
ョ
ン
単
位
で
空
き
家
化
を
分
析
す
る

と
管
理
組
合
の
工
夫
、
努
力
や
管
理
に
対

す
る
住
民
意
識
の
向
上
に
期
待
す
る
結
論

が
導
か
れ
や
す
い
。
一
方
、
地
域
単
位
で

分
析
す
る
と
、
地
域
の
社
会
構
造
と
そ
の

変
化
こ
そ
が
空
き
家
化
の
主
因
と
な
る
こ

と
が
分
る
。
た
だ
し
、
間
接
的
な
影
響
だ

か
ら
従
来
議
論
さ
れ
る
こ
と
も
研
究
さ
れ

る
こ
と
も
少
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
管
理

放
棄
の
実
態
を
管
理
組
合
内
部
の
要
因
と

外
部
要
因
の
両
面
か
ら
分
析
し
、
社
会
に

警
鐘
を
鳴
ら
す
目
的
で
記
述
し
た
。

　

筆
者
は
群
馬
県
内
の
リ
ゾ
ー
ト
を
除
く

す
べ
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
２
０
０
３
年
よ

り
複
数
回
現
地
訪
問
し
居
住
者
や
役
員
に

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
し
た
。
最
初
の
１
５
０
例

は
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
も
の
の
、
そ

れ
を
超
え
る
と
、
発
見
が
次
第
に
困
難
化

し
た
。
行
政
に
は
台
帳
が
な
く
、
集
結
点

が
容
易
に
見
え
な
か
っ
た
か
ら
、
最
後
の

10
例
は
最
初
の
１
５
０
例
以
上
の
発
見
努

力
を
必
要
と
し
た
。
２
０
１
０
年
時
点
で

の
２
２
９
例
に
は
も
れ
が
な
い
と
自
負
し

て
い
る
。
後
か
ら
発
見
す
る
住
宅
ほ
ど
、

中
古
広
告
も
競
売
予
告
も
滅
多
に
な
い
ほ

ど
小
規
模
で
、
調
査
の
空
振
り
を
多
数
経

験
し
た
。
市
街
化
調
整
区
域
に
は
10
例

あ
っ
た
。
今
回
の
報
告
は
主
に
管
理
放
棄

の
事
例
と
、
そ
れ
ら
が
生
ま
れ
る
背
景
と

し
て
の
統
計
分
析
結
果
で
あ
る
。

　

な
お
、
住
宅
が
併
設
さ
れ
た
商
店
街
の

共
同
ビ
ル
９
例
は
共
同
修
繕
の
習
慣
が
崩

壊
し
、
個
別
増
築
や
店
舗
の
住
宅
化
が
多

い
。
ま
た
企
業
向
け
テ
ラ
ス
型
分
譲
集
合

住
宅
３
団
地
は
個
別
売
却
や
社
員
へ
の
払

い
下
げ
が
多
い
。
共
同
管
理
の
仕
組
み
が

な
く
、一
部
棟
の
廃
屋
化
や
滅
失
が
あ
り
、

さ
ら
に
建
て
売
り
住
宅
群
に
転
化
し
た
団

地
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
２
２
９
例
に
参
入

し
て
い
な
い
。

　

１
．
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
量
空
き

　
　
　

家
化
か
ら
管
理
放
棄
へ
の
物
語

　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
半
数
以
上
の
住
宅
ま
た

は
面
積
の
空
き
家
事
例
は
群
馬
県
内
で
確

認
で
き
た
だ
け
で
少
な
く
と
も
９
例
あ
っ

た
。

　

Ａ
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
戸
数
20
戸
、
未
線

引
き
地
区
、
１
９
９
１
年
分
譲
、
各
室
２

Ｄ
Ｋ
50
㎡
程
度
。
５
階
建
て
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
付
き
、
主
に
東
京
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

向
け
に
投
資
用
と
し
て
分
譲
し
た
が
、
入

居
間
も
な
く
落
雷
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
直

撃
し
、
運
転
不
能
と
な
っ
た
。
管
理
組
合

は
不
在
所
有
者
ば
か
り
で
修
繕
費
６
０
０

万
円
を
払
え
ず
、
賃
借
人
は
続
々
退
去
し

た
た
め
、
共
通
の
電
気
代
も
滞
納
と
な
っ

た
。
電
力
供
給
が
停
止
さ
れ
た
た
め
受
水

槽
が
機
能
せ
ず
、
ト
イ
レ
も
台
所
も
使
用

不
能
と
な
っ
た
結
果
、
管
理
組
合
は
崩
壊

し
た
。
管
理
費
・
修
繕
積
立
金
徴
収
が
な

い
状
態
で
、
次
々
競
売
に
付
さ
れ
た
が
、

ほ
と
ん
ど
が
落
札
不
調
と
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
混
乱
に
乗
じ
て
ヤ
ク
ザ
や
右
翼
が

一
部
住
宅
を
占
拠
し
た
た
め
、
管
理
組
合

の
再
生
が
困
難
に
な
っ
た
。
一
時
全
住
宅

が
空
き
家
化
し
た
が
、
電
力
と
上
水
道
の

個
別
引
き
込
み
で
、
一
部
の
住
宅
が
使
用

可
能
と
な
っ
た
。
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
業
者
が

３
戸
所
有
し
、
一
部
供
用
廊
下
の
電
気
代

を
負
担
し
、
営
業
を
続
け
た
。
空
き
家
化

し
た
時
点
で
は
建
物
自
体
の
傷
み
は
少
な

か
っ
た
が
、
廊
下
や
敷
地
に
は
借
家
人
が

怒
っ
て
ゴ
ミ
を
大
量
に
残
し
た
。
固
定
資

産
税
の
滞
納
が
多
く
、
藤
岡
市
も
競
売
を

試
み
た
が
落
札
不
調
を
経
験
し
た
。
15
年

近
く
ゴ
ミ
が
放
置
さ
れ
た
が
、
２
０
０
８

年
に
一
部
の
所
有
者
が
ゴ
ミ
を
す
べ
て
片

付
け
た
。
そ
の
結
果
、
２
０
１
２
年
で
は

８
戸
が
使
用
さ
れ
る
に
い
た
り
、
自
治
会

も
で
き
た
よ
う
だ
。
ヤ
ク
ザ
や
右
翼
も
埒

が
あ
か
な
い
と
諦
め
て
撤
退
し
た
よ
う

で
、
最
近
は
全
く
姿
を
見
せ
て
い
な
い
。

た
だ
し
管
理
組
合
は
現
在
も
崩
壊
し
た
ま

ま
で
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

　

Ｂ
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
１
９
９
０
年
分
譲

の
90
戸
で
あ
る
。
市
街
地
再
開
発
事
業
で

中
心
商
業
地
に
立
地
。
15
階
建
、
委
託
管

理
で
管
理
人
は
日
勤
。
１
階
に
４
区
画
の

店
舗
が
あ
る
が
経
営
は
安
定
し
な
い
。
居

住
世
帯
数
は
借
家
を
含
め
て
30
戸
だ
が
高

齢
の
単
身
者
が
多
く
、
役
員
の
な
り
手
が

少
な
い
。
現
理
事
長
の
就
任
期
間
は
22
年

に
達
す
る
。
強
力
な
ワ
ン
マ
ン
経
営
の
た

め
、
建
物
の
保
全
状
態
は
良
い
。
場
所
柄

不
審
者
が
建
物
内
に
侵
入
す
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
防
犯
対
策
と
し
て
玄
関
ド
ア
を

オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
に
替
え
た
。
空
き
家
化
し

　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
放
棄
と
そ
の
背
景

	
　
　

─
人
口
減
少
と
車
社
会
に
し
の
び
よ
る
影
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た
主
な
理
由
は
老
朽
化
で
は
な
く
、
専
用

の
駐
車
場
が
な
い
た
め
で
あ
る
。
当
初
駐

車
場
設
置
が
市
の
許
可
条
件
で
あ
っ
た

が
、
近
所
の
立
体
貸
し
駐
車
場
を
借
り
る

条
件
で
許
可
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
月
決
め

に
す
る
と
高
く
、
中
古
価
格
が
値
下
が
り

し
た
ら
駐
車
場
を
必
要
と
し
な
い
老
人
ば

か
り
が
残
る
結
果
と
な
っ
た
。
空
き
家
化

が
中
心
市
街
地
で
生
じ
る
典
型
例
で
あ
る
。

　

Ｃ
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
１
９
８
０
年
築
、

近
隣
商
業
地
に
立
地
す
る
。
４
階
建
、
20

戸
、
業
者
は
関
東
で
広
範
囲
に
マ
ン
シ
ョ

ン
供
給
し
た
が
、
小
規
模
、
低
水
準
住
宅

が
多
か
っ
た
。
自
主
管
理
、
店
舗
区
画

13
、
う
ち
閉
店
舗
11
、
住
宅
は
７
戸
の
う

ち
３
戸
が
空
き
家
、
工
事
途
中
で
未
完
成

店
舗
２
区
画
を
下
請
け
に
押
し
付
け
た
た

め
下
請
け
は
倒
産
し
た
。
分
譲
開
始
と
同

時
に
競
売
が
発
生
し
た
。
大
半
の
不
在
家

主
は
県
内
に
居
住
。
２
年
に
１
回
の
管
理

組
合
の
総
会
に
は
半
数
は
集
ま
る
そ
う

だ
。分
譲
当
時
に
比
べ
車
社
会
化
し
た
が
、

客
用
駐
車
場
が
な
い
こ
と
で
店
舗
が
空
き

家
化
す
る
。営
業
し
て
も
長
く
続
か
な
い
。

間
口
が
小
さ
い
か
ら
、業
種
も
限
ら
れ
る
。

特
に
２
階
の
店
舗
は
借
り
手
が
い
な
い
。

月
額
の
管
理
費
３
０
０
０
円
、
修
繕
積
立

金
２
０
０
０
円
だ
か
ら
、
大
規
模
修
繕
を

実
施
し
た
こ
と
が
な
く
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
。
長
く
理
事
長
を
続
け
た
店
舗
経

営
者
が
倒
産
で
撤
退
し
た
後
、
引
き
継
い

だ
新
理
事
長
は
勝
手
が
全
く
分
ら
な
い
。

持
ち
家
居
住
世
帯
は
２
戸
に
過
ぎ
な
い
。

空
店
舗
が
多
い
こ
と
か
ら
中
古
価
格
は
低

い
。

　

Ｄ
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
１
９
８
０
年
築
。

駅
か
ら
徒
歩
４
～
５
分
の
中
心
商
業
地
。

８
階
建
て
、
家
族
向
け
住
宅
48
区
画
＋
店

舗
な
ど
非
住
宅
６
区
画
の
事
例
で
あ
る
。

２
０
１
０
年
、
半
数
以
上
空
き
家
で
、
持

ち
主
居
住
は
２
割
以
下
で
単
身
高
齢
者
が

多
く
限
界
集
落
に
近
い
。
２
年
前
に
委
託

管
理
会
社
の
倒
産
・
預
金
持
ち
逃
げ
事
件

を
経
験
し
た
。
大
規
模
修
繕
を
経
験
し
て

い
な
い
た
め
老
朽
化
が
激
し
い
。
空
き
家

化
の
最
大
原
因
は
専
用
駐
車
場
が
な
い

上
、
周
囲
の
駐
車
場
に
空
き
が
な
い
こ
と

だ
。
中
心
市
街
地
の
人
口
減
が
追
い
打
ち

を
か
け
て
い
る
。

　

Ｅ
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
１
９
９
０
年
築
。

３
階
建
て
15
戸
の
う
ち
僅
か
３
戸
の
借
家

人
が
住
む
だ
け
の
投
資
型
マ
ン
シ
ョ
ン
。

半
分
以
上
の
住
宅
で
電
力
メ
ー
タ
ー
が
外

さ
れ
て
い
る
。
共
用
廊
下
と
階
段
の
床
は

鳥
の
糞
で
汚
れ
、
掃
除
の
跡
が
な
い
。
通

路
や
階
段
天
井
に
は
蜘
蛛
の
巣
が
張
っ
て

い
る
。多
く
の
住
宅
は
管
理
放
棄
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
も
大
量
空
き
家
化
に
は
マ
ン

シ
ョ
ン
固
有
の
物
語
が
付
随
す
る
。
空
き

家
化
の
要
因
は
計
画
企
画
、施
工
、販
売
、

管
理
・
生
活
の
各
段
階
で
形
成
さ
れ
る
。

た
だ
し
終
末
を
自
己
決
定
で
き
な
い
。

　

紙
面
の
関
係
上
、
事
例
を
限
定
し
、
か

つ
簡
略
化
し
て
述
べ
た
。
な
お
桐
生
市
で

は
新
築
の
８
階
建
て
全
戸
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
60

戸
の
賃
貸
住
宅
に
暴
力
団
が
介
入
し
、
全

戸
空
き
家
化
し
た
。現
在
は
更
地
で
あ
る
。

　

２
．
多
極
分
散
型
小
規
模
都
市
群
の

　
　
　

市
街
地
拡
散
物
語
─
ハ
イ
セ
ン

　
　
　

ス
な
空
店
舗
街
も

　

図
１
は
、
群
馬
県
の
都
市
計
画
用
途
地

区
別
住
宅
空
き
家
率
の
経
年
変
化
で
あ

る
。
平
成
20
年
の
中
心
商
業
地
の
空
き
家

率
が
全
国
都
道
府
県
中
和
歌
山
県
と
並
ん

で
１
位
で
あ
る
。
昭
和
63
年
ま
で
は
中
心

商
業
地
の
空
き
家
率
は
他
の
用
途
地
域
と

さ
ほ
ど
差
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
平
成
５

年
ご
ろ
か
ら
抜
き
ん
で
て
空
き
家
化
が
進

行
し
た
。
も
ち
ろ
ん
正
確
な
デ
ー
タ
ー
は

な
い
が
店
舗
。
事
務
所
な
ど
の
閉
鎖
が
並

行
し
て
生
じ
た
。
マ
イ
カ
ー
社
会
化
に
加

え
市
街
地
の
郊
外
膨
張
政
策
が
中
心
市
街

地
の
空
洞
化
に
拍
車
を
か
け
た
。
乗
合
バ

ス
の
輸
送
人
員
の
激
減
ぶ
り
も
極
端
で
あ

る
。
昭
和
35
年
当
時
の
輸
送
人
員
を
１
０

０
と
す
る
と
現
在
は
５
程
度
で
あ
る
。
公

共
交
通
が
壊
滅
状
態
だ
か
ら
県
民
は
ど
こ

に
出
か
け
る
に
も
自
家
用
車
が
必
要
に

な
っ
た
。
群
馬
県
は
成
人
１
人
に
１
台
必

要
と
い
わ
れ
、
１
０
０
０
人
当
た
り
保
有

台
数
は
日
本
一
で
あ
る
。
車
が
増
え
る
と

郊
外
に
大
駐
車
場
付
き
の
大
型
店
が
増

え
、
最
寄
り
駅
と
脈
絡
が
な
い
水
田
や
田

畑
、
山
林
に
工
場
団
地
や
駐
車
場
付
き
の

郊
外
住
宅
団
地
が
多
数
建
て
ら
れ
た
。
自

動
車
保
有
と
郊
外
化
は
相
互
に
原
因
で
も

あ
り
結
果
と
も
な
っ
て
進
行
し
た
。

0%
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10%

15%

20%

25%

30%

S53年 S58年 S63年 H5年 H10年 H15年 H20年

市街化調整区域
住居区域
工業区域
商業B
商業A

（近隣商業地）
（中心商業地）

住宅土地統計調査結果の再集計より作成
図１　群馬県における都市計画用途別住宅の空き家率
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各
市
は
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
を
積

極
的
に
推
進
し
た
。
理
由
は
、
隣
接
町
村

へ
の
人
口
流
出
阻
止
が
目
的
で
あ
っ
た
。

元
々
群
馬
県
は
小
規
模
都
市
分
散
型
で
、

市
域
が
狭
く
隣
接
町
村
に
住
宅
を
求
め
て

も
車
な
ら
通
勤
で
き
た
。
一
方
隣
接
町
村

は
市
部
に
対
抗
し
て
工
業
団
地
や
住
宅
団

地
開
発
に
邁
進
し
た
。
手
助
け
し
た
の
が

県
企
業
局
・
住
宅
供
給
公
社
・
農
協
な
ど

で
あ
る
。
平
坦
部
は
市
町
村
の
開
発
競
争

の
場
と
化
し
、
ま
す
ま
す
虫
食
い
状
市
街

地
が
形
成
さ
れ
た
。
競
争
で
都
市
が
破
壊

さ
れ
た
典
型
と
な
っ
た
。

　

も
と
よ
り
中
心
市
街
地
に
あ
る
住
宅
は

密
集
し
て
い
た
か
ら
新
た
に
駐
車
場
を
設

置
す
る
空
間
的
余
裕
は
な
か
っ
た
。
駐
車

場
が
な
い
店
舗
に
は
当
然
客
が
来
な
い
か

ら
、
働
き
盛
り
の
店
主
は
競
っ
て
郊
外
に

店
と
住
宅
を
移
動
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
診

療
所
・
病
院
・
保
育
所
も
し
か
り
で
あ
る
。

教
育
施
設
ま
で
も
が
市
街
化
調
整
区
域
に

放
り
出
さ
れ
た
（
図
２
）
か
ら
、
不
便
を

覚
悟
し
な
け
れ
ば
中
心
市
街
地
に
住
む
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
古
い
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
は
総
じ
て
駐
車
場
設
置
率
が
低

い
。
い
く
ら
駅
前
に
あ
っ
て
も
車
な
し
で

は
生
活
で
き
な
い
か
ら
買
い
手
、
借
り
手

は
い
な
く
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
駅
前
マ
ン

シ
ョ
ン
の
空
き
家
化
・
単
身
化
が
進
行
し

た
の
で
あ
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
足
元
の
店

舗
も
半
数
近
く
は
閉
鎖
の
ま
ま
だ
か
ら
、

管
理
費
・
修
繕
積
立
金
の
滞
納
、
競
売
は

あ
っ
て
当
た
り
前
で
あ
る
。
近
年
で
は
店

舗
な
し
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
一
般
化

し
、
商
店
街
の
連
続
性
が
断
た
れ
る
と
同

時
に
、
中
心
商
業
地
の
住
宅
化
が
進
ん
で

い
る
。
機
械
式
駐
車
場
設
置
で
戸
当
た
り

２
台
駐
車
可
能
、
各
安
の
駐
車
料
金
ま
た

は
徴
収
な
し
の
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
が

増
え
た
が
、
こ
れ
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ス

ラ
ム
化
は
確
実
で
あ
る
。
理
由
は
15
年
近

く
経
過
し
た
機
械
式
駐
車
場
が
金
食
い
虫

と
な
り
、
使
え
な
い
場
合
が
増
え
て
来
た

か
ら
で
あ
る
。
機
械
式
駐
車
場
の
撤
去
に

踏
み
切
っ
た
事
例
は
２
件
あ
る
が
、
撤
去

す
る
に
も
費
用
が
か
か
る
。
更
新
費
を
入

れ
て
15
年
で
１
台
２
５
０
万
円
か
か
る
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
空
き
駐
車
が

な
い
場
合
を
前
提
と
す
る
。
故
障
が
頻
発

す
れ
ば
外
部
の
駐
車
場
を
借
り
る
人
が
増

え
る
。
駐
車
場
収
入
が
減
れ
ば
利
用
者
は

追
加
の
費
用
負
担
を
迫
ら
れ
る
か
ら
、
さ

ら
に
利
用
者
が
減
る
恐
れ
が
強
い
。
さ
び

た
機
械
式
駐
車
場
を
放
置
す
れ
ば
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
中
古
価
格
は
間
違
い
な
く
値
崩

れ
す
る
。
適
正
料
金
を
徴
収
す
る
だ
け
で

中
古
の
買
い
手
や
利
用
者
を
減
ら
す
場
合

が
多
い
。
地
方
都
市
に
お
け
る
機
械
式
駐

車
場
設
置
は
時
限
爆
弾
を
仕
掛
け
る
に
等

し
い
。
購
入
時
に
そ
の
危
険
性
を
販
売
者

は
伏
せ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
非
木
造
共
同
住
宅
の
空
き

家
化
と
同
時
並
行
し
て
い
る
の
は
店
舗
・

事
業
所
な
ど
の
空
き
家
化
で
あ
る
。
中
心

商
業
地
の
店
舗
は
都
市
の
顔
だ
か
ら
、
住

宅
の
空
き
家
以
上
に
目
立
つ
が
、
県
内
で

も
市
ご
と
に
表
情
が
違
う
。
寂
れ
た
中
心

街
が
多
い
な
か
で
、
高
崎
市
の
中
心
街
は

ハ
イ
セ
ン
ス
な
空
店
舗
が
目
立
つ
。
空
店

舗
活
用
の
店
開
き
に
対
し
て
店
舗
の
改
修

費
用
が
行
政
か
ら
助
成
さ
れ
、
さ
ら
に
３

年
間
家
賃
の
半
額
が
補
助
さ
れ
る
。
た
だ

し
多
く
は
３
年
を
経
ず
し
て
撤
退
す
る
。

綺
麗
な
店
構
え
で
も
、
空
店
舗
群
と
、
空

き
家
が
多
い
高
層
住
宅
群
で
は
住
民
が
逃

げ
出
し
て
も
不
思
議
で
な
い
。
県
内
の
中

心
商
業
地
に
は
全
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
戸
数

の
47
％
が
立
地
す
る
。
存
続
は
中
心
商
業

地
の
動
向
次
第
だ
。

　

３
．
群
馬
県
だ
け
が
空
き
家
問
題
地

　
　
　

域
で
は
な
い
─
管
理
放
棄
は

　
　
　

全
国
で
発
生
し
て
い
る
。

　

国
の
指
定
統
計
で
建
て
方
別
空
き
家
数
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図２　群馬県内 4都市（前橋、高崎、伊勢崎、大田）
　　　の施設用途別都市計画用途地域別立地分布

４市は2007現在の合併前市域。施設は2008年 10月現在。
住宅数は平成 2008 年住宅土地統計調査から４市の合計
値。それぞれの施設は竣工後に市街化調整区域から住宅
区域や工業区域に編入された場合も多い。４市の分譲マ
ンション戸数は 2009年 10月現在（筆者調査）、都市計画
用途は2007年１月現在ゼンリン地図を使用。
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を
把
握
で
き
て
も
、
住
宅
所
有
形
態
別
空

き
家
数
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。一
方
、

持
ち
家
共
同
住
宅
居
住
世
帯
の
単
身
率

（
図
３
）
は
都
道
府
県
別
で
も
市
区
町
村

別
で
も
分
析
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
、

マ
イ
カ
ー
保
有
率
（
図
４
）
や
Ｄ
Ｉ
Ｄ
ｓ

人
口
密
度
、
製
造
業
従
事
者
数
、
人
口
規

模
、
人
口
減
少
率
、
性
比
、
都
市
規
模
の

分
布
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
中
古
価
格
、
地
域

の
住
宅
平
均
規
模
と
の
乖
離
、公
示
地
価
、

県
民
所
得
、
中
心
商
業
地
空
き
家
率
な
ど

と
ク
ロ
ス
し
た
分
析
で
は
、
群
馬
県
が
突

出
し
た
県
で
な
い
こ
と
が
分
る
。
こ
こ
に

掲
載
す
る
グ
ラ
フ
は
上
記
の
集
計
結
果
の

一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
空
き
家
化
・
管
理

放
棄
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
全
国
的
課
題

で
あ
る
。

　

４
．
空
き
家
化
の
内
部
及
び
外
部
要
因

　

前
述
の
１
．
と
２
．
に
３
．
を
加
え
て

マ
ン
シ
ョ
ン
の
空
き
家
化
な
ど
の
主
な
要

因
を
以
下
に
整
理
し
た
。

　

Ａ
．
マ
ン
シ
ョ
ン
空
家
化
の
個
別
事
情

　

①
開
発
業
者
倒
産
に
よ
る
余
波
（
未
完

成
住
宅
の
競
売
、
瑕
疵
補
修
な
し
事
件
が

多
発
し
た
）。
②
設
備
事
故
（
落
雷
事
故

を
含
む
）、
設
備
不
良
、
電
気
、
水
道
、

下
水
排
水
の
停
止　

③
高
齢
単
身
化
と
長

期
入
院
、
施
設
入
所
、
親
族
宅
転
居
、
死

後
の
相
続
争
い
・
放
置
、
④
老
朽
化
で
居

住
性
・
安
全
性
の
低
下
に
よ
る
売
却
・
賃

借
の
困
難
化
、⑤
管
理
組
合
機
能
の
低
下
・

混
乱
（
暴
力
団
の
介
入
、
役
員
の
犯
罪
、

滞
納
額
累
積
）、
⑥
大
規
模
併
設
施
設
の

空
き
家
化
（
競
売
不
調
の
長
期
化
）、
⑦

店
舗
の
空
き
家
化
、
⑧
駐
車
場
が
な
い
。

⑨
機
械
式
駐
車
場
の
更
新
困
難
、⑩
別
宅
・

倉
庫
使
用
（
安
価
に
な
る
と
増
え
る
）。

⑪
防
犯
性
能
の
悪
さ
、
⑫
個
別
に
解
体
で

き
な
い
こ
と
。

　

Ｂ
．
空
き
家
化
の
外
部
事
情

　

①
開
発
規
制
の
形
骸
化
、
公
営
企
業
に

よ
る
町
壊
し
、②
投
資
物
件
の
投
げ
売
り
、

③
ブ
ー
ム
の
置
き
土
産
、
開
発
最
前
線
後

退
、
周
辺
の
空
き
家
化
、
④
中
心
市
街
地

の
空
洞
化
─
店
舗
、
診
療
所
、
病
院
、
各

種
事
業
所
の
郊
外
移
転
、
⑤
県
民
所
得
の

低
下
に
よ
る
若
者
の
県
外
流
出
、
⑥
マ
イ

カ
ー
普
及
と
バ
ス
路
線
の
廃
止
、
運
行
の

間
引
き
、
⑦
地
価
の
値
下
が
り
、
⑧
製
造

業
の
海
外
移
転
、
⑧
地
域
の
平
均
住
宅
と

の
水
準
乖
離
、
⑨
築
年
数
で
相
場
が
決
ま

る
。
地
方
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
価
格
半
減
期

が
短
く
、
こ
の
呪
縛
か
ら
逃
れ
に
く
い
、

⑩
市
場
任
せ
、
私
的
財
産
へ
の
行
政
不
介

入
。

　

お
わ
り
に

　

一
つ
の
要
因
で
空
き
家
化
す
る
場
合
も

あ
る
が
、
多
く
は
一
次
、
二
次
、
三
次
要

因
と
連
鎖
し
、
さ
ら
に
重
層
化
す
る
恐
れ

が
強
い
。
社
会
的
サ
ポ
ー
ト
が
な
い
状
態

で
は
空
き
家
化
に
関
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
ご

と
の
個
別
要
因
が
む
き
出
し
に
な
る
。
管

理
組
合
の
努
力
だ
け
で
は
外
部
要
因
を
除

去
で
き
な
い
。
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15

20

25

30

35

40

45

50

0 5 10 15 20

東京

大阪

神奈川兵庫千葉
埼玉

京都

奈良
沖縄

滋賀 福岡

福島
岩手

青森 秋田

石川

高知

群馬
福井
山梨

広島
愛知

宮城・北海道

新潟

静岡

世帯比率％

単身世帯率％

佐賀
島根

岐阜

山形
長野

和歌山
徳島

宮崎
山口
大分

栃木

富山

茨城

三重・愛媛

鳥取

大都市圏
鹿児島

熊本・長崎

持家共同住宅単身率

多項式 持家共同住宅単身率( )
東北・北陸・北関東

図 3　都道府県別持ち家共同住宅世帯比率別
　　　同住宅単身率 2010 年

　　　　国勢調査結果の再集計より作成
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住宅土地統計調査結果の再集計より作成

図４　08 年 1000 人当たりマイカー保有台数別、
戸建て住宅・非木造共同住宅の空き家率
（対戸建て、非木造住宅合計数を各 100とする）


